
アニメとゲーム大好きホーム 
  令和７年度 地域連携推進会議 報告書  

 

日 時：202６年 1 月 2３日（金）1１：０0～ 早稲田館にて 

参加者：原様（経営）・山田様（障害福祉）・大泉様（地域・福祉）、川崎様（利用者家

族）、田島様（利用者）、河上（GH 管理者） 

 

【事業概略】 

アニメとゲーム大好きホームは、有限会社エイムアット・ワンダーの事業所として令和４年６月１日に開設

となりました。現在４年目を迎えております。運営母体は元々ゲームの開発やアニメ CG などを制作しており 

２６期目となりますが、現在は障害者施設の運営を主体としております。 

施設は鷹野５丁目（アニメ館・ゲーム館）と早稲田３丁目（早稲田館）に計３棟あり、アニメ館に付随したサ

テライト住居が１か所あります。主に精神疾患や知的障害の方を対象とした GH です。 

定員は１６名、現在の入居者は１３名で精神９名（女性６人男性３人）、知的４名（女性２人男性２人）を受入

れています。 

 

【運営理念】 

当事業所の理念は、入居者同士の互助の精神を養い助け合うことの意義を体験してもらうことです。 

生活経験の異なる利用者が集まって一つ屋根の下で暮らすことでいろんなストレスやトラブルが起こりま

す。それまで当たり前と思っていた生活環境が一変し、他人と暮らすことでプラスマイナス両面の刺激を受け

ながらどのように自分の居場所を作っていくかを試行錯誤しながら過ごしてもらい、我々はそれをサポートし

ていきます。グループホームを最小単位の社会ととらえ、人との関わりと自己実現にどう折り合いをつけてい

くかを日々体験してもらいながら数年後の自立につながるような生活のテクニックを共有し、日々励ましを行

っております。 

 

【行動指針】 『笑顔を引き出す笑顔になろう！』 

運営スタッフの行動指針として、利用者に日々の生活を明るく前向きに過ごしていただくために、まずは笑

顔で接することを掲げています。いろんな不安ごとの相談にも明るくまじめに対応することで話しやすい状況

を作り、一緒に解決していく相手として認知していただけるよう努力しています。 

 

【施設の特徴】 

１．コミュニケーションツールとしてのゲーム・動画配信サービスの提供 

施設の名前の通りゲームやアニメを楽しみながら利用者のコミュニケーションを円滑にする環境を用意し

ています。各種ゲーム機、動画配信サービス（ネットフリックス、Amazon Prime など）、将棋盤・トランプ・

人生ゲームなど。 

２．満足度の高い食事管理 

アニメ館・ゲーム館では長年飲食店厨房で調理を担当してきたスタッフによって、バランスの取れた食事を

提供しています。早稲田館では介護施設などで導入されている配食サービスを利用し、カロリー・塩分調整さ

れてかつ食味を満たすメニューを提供しています。 



＜食事メニューの一例＞ 

 

【施設の入居状況】 

2024 年度実績 【定員１５名：アニメ館４名、ゲーム館４名、早稲田館７名（１０月開設）】 

入居者 11 名 〔累計 13 名〕：精神区分４…１名、精神区分 3…５名、精神区分２…４名、精神区分１…１

名、精神区分なし…１名〔現入居 11 名〕 

退去者 ２名 1 名長期入院のため、1 名一般就職のため 

入 院 ２名 メンタル不安定となり任意入院（うち１名退院） 

見学者 1４名 

三郷市障害福祉課、相談支援センターパティオ、相談支援センターみさと中央、ラ・ポルタ

三郷中央、そよかぜ、等 

 

202５年度実績 【定員１６名：アニメ館５名（サテライト含む）、ゲーム館４名、早稲田館７名】 

入居者 1３名 
〔累計 1６名〕：精神区分４…１名、精神区分 3…５名、精神区分２…５名、精神区分１…２

名、療育区分２…３名〔現入居 1３名〕 

退去者 ３名 １名回復し結婚のため、1 名長期入院のため、1 名共同生活になじめず実家へ 

入 院 ４名 メンタル不安定となり任意入院（うち 3 名退院） 

見学者 ９名 相談支援センターパティオ、相談支援センターみさと中央、ぐっどはーと、三郷市障害福祉

課、そよかぜ、他 

 

【施設の研修・会議・イベント】 

１．研修等 

定例研修：感染症対策、虐待防止、身体拘束等の各委員会の開催と研修実施 

スキルアップ研修：スタッフ向け研修、資格取得研修の実施 

２．会議 

スタッフミーティング：随時オンラインにて課題の提案と対策の協議 

入居者ミーティング：施設内のコミュニケーションや課題解決の話し合い 

３．イベント 

毎月の誕生会（入居者の誕生月に合同でお祝い実施）、クリスマス会、市内イベントへの参加など 

 



【職員体制】 

管理者１名（常勤）・サービス管理責任者 1 名（常勤）・生活支援員４名（非常勤）・世話人８名（非常 

勤）にて構成されています。 

人員配置基準については、世話人６：１＋12：1 の加算と区分に応じた生活支援員を配置して運営して

おります。 

今後は医療体制を充実していくことを目指し、医療体制加算の取得や看護師の採用を検討してまいりま

す。 

 

【 経営状況 】 

これまで利用者本位で一人ひとりに向き合う時間を大切にした運営を心掛け定員充足を後回しに 

してきたため、経営的には収支のバランスが崩れており各年度赤字を計上しておりました。 

新たな業界への参入であるため現場重視で慎重に進めてきた結果でありますが、4 年目にして 

地域の皆様との連携が進展するにつれて少しずつ当事業所の存在も周知されてきたことを実感して 

おります。 

今年度中後半からは月次の収支もバランスが取れ始め単月黒字化が見通せる状況となりました。 

また、利用料の扱いについて、食費は翌月に光熱費や日用品代は半年ごとに未利用分の精算を行

い余剰金の返金を行っております。 

 

【 今後の展望 】 

今後は安定した経営基盤をもとに、以下の 3 点に注力してまいります。 

1. スタッフの質の向上と人材育成：利用者支援の技術向上を目的とした研修の強化、資格取得

支援制度の推進を図り、組織全体の専門性を高めます。 

2. 医療的サポートの強化：看護師の採用および「医療体制加算」の取得を検討し、医療面での

安心感を高めます 。 

3. IT 活用による支援の高度化：AI ツールの導入により、予防対策（体調やメンタル不調のサポ

ート）やリアルタイムな支援情報の共有を強化します 。 

 

今後とも、アニメとゲーム大好きホームを宜しくお願い致します。 


